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第５回 自転車空間研究小委員会 

■議事 

 

（１）委員長挨拶 3 分（19:30-19:32） 

山中英生（徳島大学）：設立の経緯など 資料-1～2 

 

（２）報告 22 分（19:33-19:54） 

・委員の公募結果 事務局 1 分 資料-3 

・主な活動報告 「講演会」、「ワンディセミナー」、「国際セミナー」 松原様 1 分 資料-4～5 

・ 

・「自転車利用環境の整備について」 国土交通省 道路交通安全対策室 課長補佐 竹林様 15 分 

・その他自転車に関する研究 金先生 5 分 

 

（３）話題提供 25～30 分（19:55-20:24） 

・「盛岡市の自転車に対する取り組みについて」 宇佐美先生  資料-7 

・「宇都宮の自転車戦略」 森本先生  資料-8 

・R53 対策評価（阿部先生） 

 

（４）討議 30 分 （20:25-20:54） 

・各委員より一言 

 

（５）H21 の活動方針と今後のスケジュール 10 分（20:55-21:00） 

・小委員会の WEB 紹介 

・セミナー at 岡山 

・その他 

 

 

■資料目次 

 

資料-1 自転車空間研究小委員会の設立趣旨 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  2 

資料-2 自転車空間研究小委員会の活動経緯 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  4 

資料-3 自転車空間研究小委員会名簿 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  6 

資料-4 講演会報告 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  7 

資料-5 セミナー報告（国際セミナー、ワンディセミナー） · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  8 

資料-6 第４回委員会議事録（案） · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  10 

資料-7 盛岡市の自転車に対する取り組みについて · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  12 
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資料-1 

 
 

2008.6.8 

 

土木学会土木計画学研究委員会 

自転車空間研究小委員会の設立趣旨 

 

Ⅰ．研究小委員会設立の背景と目的 

近年の環境問題を背景とした自転車の利用促進、増加傾向にある自転車関連事故、近年の道路交通法の改正な

ど、自転車の利用空間への関心の高まりを契機として、新たな施策展開に向けた取り組みが進められている。 

しかしながら、自転車やその利用空間に関わる研究については、我が国では大きく遅れている現状にあり、こ

れまで蓄積されてきた研究成果に加えて、空間設計や交通誘導のための基礎的な行動・挙動特性、多様な施策に

対する利用者特性など、新たな施策展開に関連した科学的知見の体系化が急務となっている。 

本小委員会は自転車空間に関する研究成果を共有し、知見を整理することで、実践的・実務的な成果につなが

る「自転車の利用空間のあり方」を工学的立場から提言することを目的とする。 

 

Ⅱ．委員会活動 

１）目的 

今後の自転車研究の発展のために、研究課題を整理し、具体的な事例に適用し、手法の確立を図りながら、

自転車の利用空間のあり方を中心に研究を推進する。 

 

２）研究の内容 

我が国における，自転車の利用空間（走行空間，駐輪空間）を中心に，関連する幅広い研究課題を対象とする。 

１交通特性研究 

運動挙動特性選択特性（走行路）手段特性（トリップ・手段選択 etc）駐輪特性 

２空間整備研究 

交通共存性，道路網構成、道路構造、交差点，接合部、駐輪システム、海外基準 

バリアフリー・ＵＤ、情報提示、サインシステム、カラーシステム 

３利用者研究 

高齢者運転特性，高齢者，教育 

幼児・児童・若年者挙動特性，教育，取締 

利用促進施策ＭＭ、レンタサイクル、健康志向型・観光・周遊利用 

 

３）小委員会の体制 

代 表： 山中英生（徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授） 

副代表： 屋井鉄雄（東京工業大学総合理工学研究科・教授） 

  久保田尚（埼玉大学大学院理工学研究科・教授） 

幹事長： 金利昭（茨城大学工学部・准教授） 

事務局： 吉田長裕（大阪市立大学大学院工学研究科・講師） 
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資料-1 

４）活動期間および内容 

活動期間 2008.5～2011.5（３カ年） 

１計画学発表会春大会企画論文セッション開催 

２計画学発表会スペシャルセッション開催 

３ワンディセミナーH20 年度，H21年度 

４各都市での整備事業への助言 

５出版等検討中 

 

５）活動資金 

・構成メンバー自主資金 ・科学研究費 ・新道路技術研究助成 

 

６）小委員会事務連絡先 

代表：山中英生徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 

（工学部建設工学科） 

770-8506 徳島市南常三島町２－１TEL088-656-7350FAX088-656-7579 

E-mail:yamanaka@ce.tokushima-u.ac.jp 

事務局：吉田長裕大阪市立大学大学院工学研究科都市系専攻 

558-8585 大阪市住吉区杉本 3-3-138 

E-mail:yoshida@civil.eng.osaka-cu.ac.jp 

 

小委員会専用メーリングリスト 

 

 

 

メールアドレスを変更される場合は、事務局までご連絡ください。 

 

小委員会専用ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

ip-cs@jsce.or.jp 

http://www.ipte.civil.eng.osaka-cu.ac.jp/cs/ 
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資料-2 

 
 

2009.6.13 

自転車空間研究小委員会の活動経緯 

 

■自転車空間研究準備委員会の設置 

H18年度（2006）第１回土木計画学研究委員会にて準備委員会設置が承認される。 

 

■準備委員会活動 

メンバー：山中英生（徳島大），屋井鉄雄（東工大），兵藤哲朗（海洋大），金利昭（茨城大），浜岡秀勝（秋田大），

羽藤英二（東京大），小川圭一（立命大），大脇鉄也（国総研），森若峰在（国土交通省） 

・第１回 2007年 6月 9日(土) 16:20-17:50  九州大学 計画学研究発表会 会議室 

・第２回 2007年 7月 23日（月） 20:30-21:00 国土技術研究センター 

・第３回 2007年 7月 30日（月） 20:30-21:00 国土技術研究センター 

・第４回 2007年 9月 21日（金） 20:00-21:00 虎ノ門パストラル 

 

■自転車空間研究小委員会の設置 

H19年度（2007）第２回土木計画学研究委員会にて委員会設置が承認される。 

□活動期間 

平成２０年 春大会 ～ 平成２３年 春大会 

□委員会の活動趣旨 

近年の環境問題を背景とした自転車の利用促進、増加傾向にある自転車関連事故、近年の道路交通法の

改正など、自転車の利用空間への関心の高まりを契機として、新たな施策展開に向けた取り組みが進めら

れている。しかしながら、自転車やその利用空間に関わる研究については、我が国では大きく遅れている

現状にあり、これまで蓄積されてきた研究成果に加えて、空間設計や交通誘導のための基礎的な行動・挙

動特性、多様な施策に対する利用者特性など、新たな施策展開に関連した科学的知見の体系化が急務とな

っている。そこで、こうした自転車空間に関する研究成果を共有し、知見を整理することで、実践的・実

務的な成果につながる「自転車の利用空間のあり方」を工学的立場から提言することを目的として、研究

小委員会を設立する。 

□組織概要 

平成 19年秋大会に当研究小委員会の設置が認められ、その後平成 20年 1月に委員の公募を行った結果、

大学、研究機関、NPO、コンサルタント分野から計 32名の委員構成となっている。当面は委員会会合を通

じた情報共有を中心に活動を進める。具体的テーマ別の分科会等の活動開始は平成 20年秋大会以降の予

定である。委員会の基本的な役割は、関連する研究の科学的知見の体系化を諮るための各委員や国内外か

ら収集された新たな施策などの関連情報を共有することにあることから、小委員会のホームページを開設

し小委員会の活動を支援する。 

平成 19年秋大会に当研究小委員会の設置が認められ、その後平成 20年 1月に委員の公募を行い、大学、

研究機関、NPO、コンサルタント分野の計 32名のメンバー構成となった。さらに、現在国によって進めら

れているモデル事業の評価等の情報収集・共有を図り、関連研究分野との連携を深めるために、平成 21

年 3月に 13名の委員を追加公募し計 45名の構成となった。本委員会の基本的な役割は、自転車関連研究

の科学的知見の体系化を諮ることを念頭に、当面は各委員や国内外から収集された新たな施策などの関連

情報の共有および発信にある。そこで、各委員が関与する国内外の事例や研究内容を紹介するセミナーの

企画・開催を行うとともに、情報を蓄積・共有するために委員会 HPの充実を図る。 
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資料-2 

□活動報告 

○H19年秋大会（八戸工業大学）～H20春大会 

－第 1 回委員会開催（11/25、場所：八戸工業大学、22名参加）：４名の委員から話題提供があり、今後

の研究の進め方や研究課題について議論した 

－委員の公募（H19年 12月末）：新たに 17名が加わり 32名の構成となった 

－第 2 回委員会開催（5/13、20/32名出席、場所：共立女子大学）：構成メンバーの紹介と活動方針・体

制に関する討議を行った。 

－講演会開催（5/13、会場：共立女子大学 B101教室、参加者 105名）講演タイトル：「ドイツ環境共生都

市フライブルクのまちづくりと自転車を利用した複合型サービス」、講演者：マルティン＝マティアス・

リュプケ氏（フライブルク市）、村上敦氏 

 

○H20春大会（北海道大学）～H20秋大会 

－平成 20年春大会（6/6）：企画セッション「自転車空間整備とその評価」、「自転車交通の特性と評価」、

「自転車空間、自転車交通行動」（発表 12 件）、スペシャルセッション「自転車利用空間の目標像」の

開催。 

－第 3 回委員会開催（6/7、場所：放送大学北海道学習センター6F中講義室、20名参加）、企画・スペシ

ャルセッションでの論点整理、今後の方向性について討議。 

－国際セミナー開催（7/11場所：土木学会講堂、140名参加）、講演タイトル：「自転車とまちづくりセミ

ナー～オランダと米国から市民による自転車まちづくり～」、講演者：パスカル・バンデン・ノールト

氏（自転車奨励協会）/スティーブ・ジョンソン氏（ポートランド州立大学） 

 

○H20秋大会（和歌山大学）～H21春大会（徳島大学） 

－第 4 回委員会開催（11/1、和歌山大学 E301、24名出席）：国内外の先進事例紹介、自転車空間の検討課

題の整理、討議 

－講演会開催（1/30、共立女子大学講堂、70名程度）講演タイトル：「リヨン（仏）の環境まちづくり：

都市交通政策とヴェローヴ」、講演者：KeroumSLIMANI（大リヨン道路網課自転車交通政策担当） 

－ワンディセミナー開催（3/6、野口英世会館、108 名参加）、タイトル：「自転車から中速グリーンモー

ドへ－利用空間整備の方向とその評価－」、16名から研究成果報告 

－委員の追加公募（H21年 3月）：新たに 13名が加わり 45名となった。 

－国際セミナー開催（4/26、土木学会講堂、98名参加）、タイトル：「自転車とまちづくりセミナー～韓

国で進む自転車まちづくり～」、講演者：金鍾錫、 黃虎淳 

 

□今後の予定 

－平成 21年春大会：企画セッション４つ（発表 27 件）、スペシャルセッション１つの開催確定 

－第 5 回委員会を春大会時に開催確定、第 6 回委員会を秋大会時に開催予定 

－地方セミナー（開催時期：未定、場所：岡山） 

－国際セミナー（講演者：BenjaminHeydecker教授（ロンドン大学）、日時：今年度内未定、場所：未定） 
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資料-３ 

 
 

2009.5.30 

自転車空間研究小委員会名簿 

 

No 氏名  役職 所属 

1 山中 英生 代表 徳島大学大学院 ソシオテクノサイエンス部 教授 

2 久保田 尚 副代表 埼玉大学大学院 理工学研究科 教授 

3 屋井 鉄雄 副代表 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 人間環境システム専攻 教授 

4 金  利昭 幹事長 茨城大学 工学部 都市システム工学科 教授 

5 青木 英明 委員 共立女子大学 建築・デザイン学科 准教授 

6 阿部 宏史 委員 岡山大学大学院 環境学研究科 資源循環学専攻 教授 

7 荒井 祥郎 委員 (財)計量計画研究所 IBS PI研究室 

8 稲垣 具志 委員 (財)豊田都市交通研究所 

9 井上  仁 委員 株式会社 積水樹脂デザインセンター 環境デザイン部 

10 宇佐美誠史 委員 岩手県立大学 総合政策学部 助手 

11 大森 高樹 委員 (株)日建設計シビル 都市基盤計画部 計画主管 

12 大脇 鉄也 委員 国土交通省 国土技術政策総合研究所 

13 小川 圭一 委員 立命館大学 都市システム工学科 准教授 

14 梶田 佳孝 委員 九州大学大学院工学研究科環境都市部門 助教 

15 上條 俊介 委員 東京大学生産技術研究所 准教授 

16 亀野 辰三 委員 国立大分高専都市システム工学科 教授 地域連携交流センター 副センター長 

17 北澗 弘康 委員 国土交通省 中国地方整備局 岡山国道事務所 計画課長 

18 河村 成人 委員 パシフィックコンサルタンツ(株) 社会政策本部 総合計画部 交通政策グループ 

19 小早川 悟 委員 日本大学理工学部社会交通工学科 専任講師 

20 近藤 隆二郎 委員 滋賀県立大学 環境科学部 環境政策・計画学科 准教授 

21 鈴木 美緒 委員 東京工業大学 総合理工学研究科 人間環境システム専攻 博士後期課程 3年 

22 高田 和幸 委員 東京電機大学 理工学部 建築環境工学科 准教授 

23 高橋  清 委員 北見工業大学工学部土木開発工学科 准教授 

24 塚口 博司 委員 立命館大学 理工学部 都市システム工学科 教授 

25 寺内 義典 委員 国士舘大学 理工学部 理工学科 准教授 

26 外井 哲志 委員 九州大学大学院工学研究科環境都市部門 教授 

27 土井 健司 委員 香川大学 工学部 安全システム建設工学科 教授 

28 萩原  亨 委員 北海道大学大学院工学研究科 准教授 

29 橋本 成仁 委員 岡山大学大学院 環境学研究科 准教授 

30 羽藤 英二 委員 東京大学大学院 工学系研究科 都市工学専攻 准教授 

31 浜岡 秀勝 委員 秋田大学 工学資源学部 土木環境工学科 准教授 

32 兵藤 哲朗 委員 東京海洋大学 海洋工学部 教授 

33 藤原 憲男 委員 パシフィックコンサルタンツ(株) 社会政策本部 道路計画部 道路整備グループ 

34 牧 浩太郎 委員 (株)三菱総合研究所 社会システム研究本部  政策科学研究グループ 

35 松原  淳 委員 (株)オリエンタルコンサルタンツ 東京事業本部 

36 松本 修一 委員 慶應義塾大学 先導研究センター 講師 

37 三国 千秋 委員 北陸大学 教育能力開発センター 教授 

38 三国 成子 委員 地球の友・金沢 

39 宮崎 耕輔 委員 高松工業高等専門学校 建設環境工学科 助教 

40 元田 良孝 委員 岩手県立大学 総合政策学部 教授 

41 森本 章倫 委員 宇都宮大学大学院 工学研究科 地球環境デザイン学専攻 准教授 

42 吉村 充功 委員 日本文理大学 工学部 建築学科 准教授／人間力育成センター長 

43 和田 章仁 委員 福井工業大学 建設工学科 土木環境工学専攻 教授 

44 埒  正浩 委員 株式会社 日本海コンサルタント 計画本部 取締役 本部長 

45 吉田 長裕 事務局 大阪市立大学大学院 工学研究科 都市系専攻 講師 

 

以上 45名
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講演会報告 

事務局 吉田 

 

講演タイトル：「リヨン（仏）の環境まちづくり：都市交通政策とヴェロヴ」 

 

日時：2009/1/30（金）16:00～18：50 

会場：共立講堂 千代田区一ツ橋 2-2-1 

主催：カーフリーデージャパン 

共催：ミュニティバイク研究会 

後援：環境省 国土交通省  環境自治体会議 自転車活用推進研究会 

助成：笹川日仏財団 

協賛：エムシードゥコー株式会社 

 

講演者：Keroum SLIMANI （大リヨン圏道路網課自転車交通政策担当）2006年 5月より、リヨン都

市圏道路網課自転車交通担当。歩行者自転車交通新基本計画や、Velo'vの実施と評価、新しいサ

ービス導入などに従事。リヨン国立応用科学研究所、リヨン技術大学研究所卒業後、リヨン都市

圏にて、地方分権化計画チーフ、インフラ・下水システム計画チーフを経て、現職 

 

講演内容： 

1. イントロダクション: 

1. リヨン都市圏について 

2. 交通部門の統計データ 

3. リヨン都市圏と周辺自治体の取り組み 

4. リヨン都市圏の道路ネットワーク 

5. 駐車場と“オートリブ”について 

2. 交通に関する法的な枠組み，背景 

3. 環境にやさしい交通手段(自転車, (ヴェロブ), 徒歩) 

4. その他の公共交通機関 

 

 

 

配布資料：小委員会ホームページより委員のみがダウンロードできます。 

講演録：http://www.geocities.jp/carfreedayjapan/lib-pdf/0902SLIMANI_lecture.pdf 

 

（資料概要） 
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セミナー報告 

(株)オリエンタルコンサルタンツ 松原 

 

（１）土木学会土木計画学研究委員会 ワンディセミナー No.53 報告 

３月６日（金）に東京：野口英世会館において「自転車から中速グリーンモードへ－利用空間整備の方向とその評価－」

と題してワンディセミナーを開催した。 

参加者は 103 名（大学、行政、コンサルが主）。セミナーテキストは土木学会で販売中である。 

 

●プログラム（敬称略） 

はじめに  セミナー趣旨と構成 10:00- 徳島大学 山中英生 

我が国における自転車空間整備の展開とその評価 10:05-    

 １）自転車走行環境整備の現状と課題  国土技術政策総合研究所 道路研究室 大脇鉄也 

     同 道路空間高度化研究室 松本幸司 

 ２）事例とその評価 10:30-11:50: 

  １．岡山市内国道 53 号線自転車道整備効果の調査          岡山大学 阿部宏史 

  ２．世田谷区の取り組み－走行空間整備と意識啓発               国士舘大学 寺内義典 

  ３．高松市の取り組み―自転車交通をめぐる適材適所のアプローチ         香川大学 土井健司 

  ４．埼玉県内の取り組みー自転車をめぐる現実と対応          埼玉大学 久保田尚 

 ３）設計法とその評価 13:00-14:15 

  １．利用実態の把握可能性について       東京海洋大学 兵藤哲朗 

  ２．自転車・歩行者交通の錯綜評価               立命館大学 小川圭一 

  ３．小交差点デザインとその評価          秋田大学 浜岡秀勝 

  ４．自転車の走行性にあった路面デザイン          徳島大学 山中英生 

  ５．BCC の提案と整備事例の評価          茨城大学 金  利昭 

自転車から中速グリーンモードへ 14:30-     

 １）海外の展開と我が国への導入方向 14:30-16:10  

  １．欧米の自転車道事例              岩手県立大学 元田良孝 

  ２．コペンハーゲン 中速帯の整備とその評価              大阪市立大学 吉田長裕 

  ３．欧米における走行空間設計基準とその方針        東京工業大学 鈴木美緒 

  ４．わが国における自転車共同利用サービスの評価方法とその課題          東京大学 羽藤英二 

 ２）ディスカッション・質疑応答 16:10-16:45 

クロージング  研究の方向と新たな課題 16:45-17:00                 東京工業大学 屋井鉄雄 
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（２）国際セミナー報告 

2009 年度第 2回国際セミナー「自転車とまちづくりセミナー ～韓国で進む自転車まちづくり～」 

４月２６日（日）１４：００～１７：００ 

 

昨年度のオランダで自転車に関する NPO活動をしているパスカル氏（Master Plan BV 事務局長）と米国ポートランドか

らスティーブ氏（ポートランド州立大学 教員）を招聘して国際セミナーを開催したのに続き、今年度は韓国から自転車施

策のキーマン二人を招いて国際セミナーを開催した。 

韓国では１１年前の国会での自転車促進決議以来、自転車活用推進が叫ばれてきたが、自動車優先政策にブレーキ

がかからず進展の兆しがなかった。昨年１１月、政府とソウル市は突然、新たな方針を示し、地球環境保全や大気汚染防

止、渋滞による損失の軽減に加え、医療費削減を目的とした自転車活用政策を打ち出し、コミュニティバイク、バス停前駐

輪場整備、シャワー施設の併設などを翌１２月から一部スタートさせるという猛烈なスピードで実現させている背景があり、

社会的ニーズや施策実現の舞台裏を聞くセミナーを開催した。 

昨年度同様、土木学会と自転車活用推進研究会、日本都市計画家協会の共催とし、ほぼ定員の９８名の参加を得た。 

プログラムでは講演と座談会であったが、講演が長くなり十分な座談会の時間が取れなかったことと、参加者との情報

交換の場が欲しいとの要望があるなど、熱心な講演になった。 

 

●プログラム（敬称略） 

１．開会挨拶 山中英生【徳島大学 教授】 

２．講師紹介 小林成基【自転車活用推進研究会 事務局長】 

３．韓国の自転車政策の動向 

キム・ジョンソク（金鍾錫，KIM Jong-Seok） 

４．韓国の公共自転車導入状況及び推進課題 

ファン・ホーシュン（黃虎淳、Hwang Ho-Shun） 

５．座談会 ～アジアにおける自転車まちづくり～ 講演者 2 名との座談会） 

山中英生【徳島大学 教授】 

吉田長裕【大阪市立大学 講師】 

小林成基【自転車活用推進研究会 事務局長】 

須藤敦司【自転車まちづくり研究会 代表】 

大脇鉄也【国土交通省国土技術政策総合研究所 主任研究員】 

 

キム・ジョンソク氏（金鍾錫、KIM Jong-Seok） 

・俳優、演出家。自転車で通う国会議員としても有名な朴贊石議員の政策担当を経て、自転車利用活性化中央評価委員

(行政自治部)などを歴任。ソウル市、大邱市、始興市などの自転車利用活性化推進委員会の役員として活躍する韓国自

転車政策のリードオフマン。 

 

ファン・ホーシュン氏（黃虎淳、Hwang Ho-Shun） 

・三星 GROUP、太平洋生命保險(株)、(株)Uniwide-Technology、(株)韓國 Film など韓国大手企業で頭角を現し、2003 年

に無人式駐輪場システムを展開する会社を設立。０８年からは 17 個所で自転車無人貸し出し System を設置し運營をス

タートさせた注目の若手経営者。 
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第４回自転車空間研究小委員会議事録（案） 

 

日時：2008年 11月 1日（火）16:45-18:45 

場所：和歌山大学 発表会第 10会場（E301） 

出席者：山中、久保田、屋井、金、阿部、宇佐美、大森、大脇、小川、近藤、鈴木、橋本、羽藤、浜岡、兵藤、

藤原、松原、森本、三国（千）、三国（成）、宮崎、元田、和田、吉田 

オブザーバ：埒（新日本海コンサルタント）、井上（積水樹脂デザインセンター）、諸田（国総研）、松本（国総研）、

武田（国総研）（計 29名、敬称略） 

 

１．代表挨拶（山中先生） 

・研究小委員会の設立経緯および趣旨の説明． 

 

２．報告 

・国際セミナーの報告 松原（オリエンタルコンサルタンツ） 

・交通工学講習会の報告 大脇（国総研） 

 

３．話題提供 

◎コペンハーゲンの自転車交通視察報告 宇佐美（岩手県立大学） 

 コペンハーゲン、マルメ、ストックホルムにおける自転車政策、利用状況および空間整備の特徴（一方向段

差ありサイクルトラック、交差点部ではレーン化、ブルーレーン、信号、駐輪施設、バス停、公共交通との連

携、シティバイク等）について報告があった。 

◎ヨーロッパの自転車道の交差点・バス停の交通処理 元田（岩手県立大学） 

 ヨーロッパの様々な都市で実施されている左折巻き込み事故対策（バイクポケット、信号、ペイント）、バス

停処理、駐輪場整備状況について報告があった。 

//駐輪場は有料で運営されているか？（和田）→一部有料があるが基本無料で場所毎に違う。（元田） 

//ヨーロッパでは防護柵がないが考え方が根本的に違うのか？（大森）→ヨーロッパではいろんなことを試し

た結果として今の状況があるので、日本でも慣れてくると変わってくると考えられる。（元田） 

//除雪についてはどうか？（三国（千））→コペンハーゲンもストックホルムもそれほど雪が降らない。積雪の

あった場合はまず自転車道→車道の順で除雪する。もう少し調べてみたい。（元田） 

//駐輪場の問題について、ヨーロッパでは問題になっている？（三国（千））→駅では、昔の日本のようであっ

た。問題にはなっている。（元田） 

◎モデル事業の状況 金（茨城大学） 

 モデル地区説明会の実施方法、実施状況について報告。現場では安易に自歩道に選択しすぎる（ただし、歩

行者も歩いておらず、どんな都市にすべきかが重要）。担当者は自転車に乗ってから考えるべき。景観・夜間照

明も忘れないでほしい。速い・遅い自転車で空間に対する要求は異なるだろう。速い自転車については自転車

レーンを好むのではないか。どんな自転車を対象とするのかしっかりと考える必要がある。現実的な空間制約

や施設の特徴を考えると、自転車レーン＋歩道通行可(幼児、高齢者等)という選択肢は有効。自動車速度との

関係では、時速 40kmならレーン、60km なら低速化を図るなどの対策を検討すべき。 

//道路の位置づけ、優先順位が日本ではあいまいなので、交通量、速度で道路の性格を考え、施設選択を決め

る必要があるのでは？（三国（千））→分離については山中試案がある。ヨーロッパでは車をいじめるという

戦略があり、さらに交通静穏化等で速度が下がり走りやすくなっているのではないか（金） 

◎自転車空間の検討課題について 山中（徳島大学） 

あるべき交通網の作成と道路を改良していくマネジメントを併せてやっていく必要がある。さらに自転車マ

ップ作成、公表のように利用者評価も加えていく必要がある。自転車構造施設の選定に関して、自転車レーン、

自転車道については決めれそうだが、悩ましいのは自歩道の区分付きの場合。ある程度レーンが広ければ自転
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車レーン＋自歩道のパターンがいいのではないか、ただし交通条件についてはしっかりと検討する必要がある。

自転車の走行状態にあわせた線形条件についても考えていく必要がある。バリアフリーの問題との関係から歩

行者との分離を進めていくとうまくいくときもある。美しい、達成感のある、利用される、細部にこだわって

今後のモデル事業は進めていくべきではないか。柵についても考えていく必要あり。 

//現状では交通管理者のハードルが高く望ましいデザインが難しい（大森）→現状は個々の努力が必要な状態

であるが、今後、道路法の理念に「環境」キーワードを入れていくなど、制度面の見直しも重要である。（屋

井）道路交通法もセットに見直す必要があるのではないか。（久保田） 

 

４．今後のスケジュール 

・平成 21 年 3月：ワンディセミナー開催案 

・平成 21 年春大会（徳島大学）：企画セッションの開催立案 

 

５．その他 

・埒（金沢の自転車指導帯の設計等に関与）、稲垣両委員の公募を承認。 

・他にも入っていただける方がおられたら事務局に連絡する。 

・委員の先生方には、現在進行している自転車通行環境整備モデル地区の相談役になっていただきたい（山中）。 

 

６．討議・意見交換 

・滋賀県で自転車利用促進に関わる環境総合計画ワーキングに関わっている。バスとどう棲み分けていくのか困

っている（近藤） 

・福井では無料の駐輪場に問題意識があり、改善していかないといけないと考えている（和田）。 

・いくつかの自転車通行施設に関わる事例に関与。道路資材等のデザイン面、機能面で改善していきたい（井上）。 

・研究では自転車走行空間の整備とあわせて二輪車の事故がどう変わるのか考えている。 

・自転車道、レーンの施設選択基準について検討している。現在とりまとめしており、モデル地区からモデル都

市へ発展させていく段階にある。市民参加型の自転車マップ作成についても関わっている（諸田）。 

・先生の指導を得ながら進めていきたい（松本） 

・岡山でも自転車の取り組みが活発化してきている（阿部） 

・10 年来自転車の険路選択などの研究しており、現在はシステマチックに行動計測を行い画像処理で評価を行え

ば、モデル事業の評価を標準化できるのではないか（兵藤） 

・自転車に乗らない要因に、海外と比較すると文化の違いがあるのかもしれない。そういうところも変えていか

ないといけないと感じた（藤原） 

・秋田で自転車をどのように位置づけるか考えている。交通安全が専門でどのようなデザインをすると事故が少

なくなるのか考えていきたい。ルールを守らせることも重要だが、ルールをしらなくても自ずと守れるような

ことも考えていきたい。（浜岡） 

・宇都宮でまちづくり・都市計画・交通計画に関わっている。いろんな交通手段の再生をやっていなかないとい

けない。（森本） 

・これから自転車ネットワークを考えていく際に市民の理解を得るには、子供の安全を考えることが重要。文部

科学省をまきこみながら、学校の教育で積極性を出していくべき（三国（成）） 

・高専の学生を対象に、三国さん作成の交通安全テストを実施しており、結果がでたら報告する（宮崎） 

・走行空間の設計に関心。車道走行の原則を守れるような空間を考えていくことが大事だと思った。駐輪場を歩

道上に作ることが当たり前になっており、自転車施設が歩道というイメージが抜けきれていない印象があり、

共通のビジョンをもつ必要がある（鈴木）。 

・交差点設計基準を担当。（武田） 

・分離された自転車道とはなんなのかという認識が行政の中でも違うので、共通認識をつくっていく必要がある。

それにはもう 30年かかるかもしれないが、皆さんとともに活動しながら進めていきたい（大脇）。
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盛岡市の
自転車に対する取り組みについて

盛岡市建設部 交通政策課

岩手県立大学 宇佐美誠史

元田良孝

盛岡市総合交通計画
Ｈ１９年７月

自家用車は我慢，歩行者・自転車・

公共交通優先のまちを目指して

なぜ 自転車（多い自転車）

個人所有,
47.9%

家族共有,
26.7%

所有無し,
25.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・約75％の世帯で自転車を所有

盛岡市への通勤通学代表交通手段

6.1% 19.5% 54.5% 7.7% 9.6%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤通学目的

鉄道バス自動車バイク自転車徒歩

・自輪車利用率は２０％近い

・自転車関連事
故の増加

・多い高校生，

高齢者の事故

ワークショップ等でマナーが悪いとの意見
続出

なぜ 自転車（安全な利用を）

・自転車のマナーは悪い

盛岡市自転車条例
Ｈ２０年４月施行

自転車施策自転車条例の基本方針

自転車が利用しやすい
環境整備

ルール徹底による安心
安全な利用の周知

安全利用を実行しても
らうための啓発活動

自転車利用者の適切な
責務の実行

Ⅰ 自転車走行環境の整備

Ⅱ 自転車駐車環境の整備

Ⅲ 通勤レンタサイクルの実施

Ⅳ 自転車マップの作成

Ⅴ 自転車条例啓発パンフレット作成

市，市民，企業等が一体となって自転車の利便性向上に取り組むことで，自転車が安全で利用し
やすいまちづくりを目指しています。

平成２０年度の市の取り組み結果
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2

施工前 完 成

  

従前の車線幅

東大通り

自転車走行環境の整備（ブルーゾーン）
 

位置図

ブルーゾーンの整備箇所

←盛岡駅

東大通り

公園下

 

公園下通り

61

43

39

57

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前

後

歩道を走行する自転車が減少

歩道 車道

ブルーゾーン歩道

ブルーゾーンに進入する車が減少

公園下通り

161

104

21

78

0

50

100

150

200

自動車 二輪車

台/12時間

逆走する自転車が増加

7

16

27

19

0

10

20

30

40

50

公園下通り 東大通り

％

＊車道を走行する自転車の順走，逆走の割合

大通りのブルーゾーン

大通り・北側

23%

4%

39%

65%

16%

9%

7%

3%

6%

9%

10%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前

後

車道/順行 ﾚｰﾝ/順行 歩道/順行 車道/逆走 ﾚｰﾝ/逆走 歩道/逆走

・歩道を走行する自転車が減少

・ブルーゾーンを走行する自転車が増加

・ブルーゾーンを逆走する自転車が増加
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3

自転車駐車環境の整備
 

ＡＢＣ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
ＨＩＪＫ

Ｌ

ウエ 金田一駐車場裏 

Ａ Ｂ Ｃ 
Ｄ 

Ｅ 
Ｆ 

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ 
Ｌ 

イ 

ウ 

ア 

エ 

※1 野村證券
※2 ﾐｽﾀｰﾄﾞｰﾅﾂ前 

大通り

 

自転車駐車場

金田一駐車場裏

野村證券前
ﾐｽﾀｰﾄﾞｰﾅﾂ前

駐輪場の利用状況

３８台２８台１６台整備後の平均駐車
台数

１４７％１４６％１３３％ピーク時の利用率

１２０％９９％８７％利用率

３２台２８台１８台駐車マスの数

金田一駐車場裏ミスタードーナツ前野村證券前

・歩道へのはみ出し駐輪が無くなり，歩行環境が向上

・駐輪マナーがよい

・周囲の歩道駐輪が減少

平日

通勤レンタサイクル「勤太郎」
 

従業地盛岡駅
駐車場

レンタサイクル マイカーレンタサイクル

通勤レンタサイクルの概念

マイカー

マイカー

利便性を向上
↓

鉄道への転換
自動車での移動
距離の短縮

盛岡駅前自転車駐車場 ４５台 志家大駐車場 １５台

「勤太郎」

 

市長もＰＲ

出発式

・１日１００円
・放置自転車も利用
・月曜～土曜

（祝日を除く）

レンタサイクルの結果  

 稼動日数１日あたり利用者数（人）

1.3

3.0

4.8

1.9

0.1

0.8
0.2 0.10.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

8月 9月 10月 11月

駅前

志家

・利用者数は，全期間で４０人。延べ２６４人。

・駅前の１日当たりピークは１０人。志家は低調。

・利用用途は，４５％が通勤通学。

・行き先は，内丸，中央通等中心部がほとんどを占める。
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4

だせぇぞ!!激チャリ！

盛岡情報ビジネス専門学校

小田島平計さん 作

市内の高等学校(４校)の

生徒が投票

デザイン

コンペティション

盛岡情報ビジネス専門学校

ポスターデザイン

激チャリ裏面

自転車に対する今後の取り組み

 自転車走行レーンの拡大

→主要な方向に対して整備計画を立案し，
レーン確保の工夫と計画的な整備に
取り組む

 安全利用と利用促進のＰＲ

15
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第5回自転車空間研究小委員会
2009.6.13

1

宇都宮の自転車戦略

宇都宮大学大学院

森本 章倫

第５回自転車空間研究小委員会

１．宇都宮市の都市交通戦略
自転車と公共交通の連携
のために、今後自転車道の
整備・レンタサイクル等の
整備を図る

宇都宮市都市・地域交通戦略策定協議会報告書 2008.3

中心市街地での自転車と公共交通の連携

16
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第5回自転車空間研究小委員会
2009.6.13

2

自転車利活用計画

http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kotsu/jitensya/000788.html

平成15年度自転車利用・活用基本計画

２．自転車通行環境の整備に向けた
社会実験：栃木県

• 既設歩道内と車道路肩
を利用した歩行者と自転
車通行分離の比較
• 実験期間中「遵守率」を
計るための交通量調査を
実施。
• 「安全性」や「通行しや
すさ」などについてのアン
ケート調査を実施

実施期間：平成21年3月16日（月）から3月18日（水）までの3日間。

既設歩道内での
分離実験①，②

既設歩道と車
道路肩の分
離実験③

JR宇都宮駅

東武宇都宮駅
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第5回自転車空間研究小委員会
2009.6.13

3

実験の状況

実験③：既設歩道と車道路肩での
物理的分離実験②：歩道内での視覚的分離

実験①：歩道内での物理的分離

通行

遵守率

•実験後の遵守率
は9割を超えた

•視覚的分離の方
が若干遵守率が下
がった
•ガードマンの影響は
ほとんど見られな
かった

18
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第5回自転車空間研究小委員会
2009.6.13

4

利用者アンケート

自転車と歩行者を分離したこと
により「安全性が向上したと思う」
が実験①②③とも80％を超えている。

「走りやすさ」については
実験①②③とも70％を超えている。

本格実施については
「ぜひ実施してほしい」と「実施して
ほしい」を合わせると実験①②③とも
80％を超えている。

３．宇都宮市道路
見える化の成果

道路の課題やニーズを
データ等により 把握し
ます
解決を急ぐべきところを
重点化し対策します
みちづくりの目的や成
果をわかりやすく
『見える化』します

宇都宮市道路見える化計画策定
懇談会(2008)

19
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第5回自転車空間研究小委員会
2009.6.13

5

自転車専用レーンの導入効果

2005年度・2006年度に総延
長4.6㎞の区間について順次

カラー塗装を行い、その結果、
市道の「作新通り」のほか、
「競輪場通り」の2区間と「ユ

ニオン通り」、「清住町通り」
など。自転車と歩行者の関
係する事故は、カラー舗装施
工の前年度が計13件。施工

後の年度は計8件で、約4割
減少した。

①車道通行
②左側通行

この２点を順守させることで事故
が減少すると証明された

最近の外部評価
「自転車は車道通行」をドライ
バーに知ってもらうために、
青い自転車専用レーンをつくった。
目立つカラー舗装によって、これ
まで無自覚だったドライバーの減
速効果に繋がった。

BiCYCLE CLUB 2009.6号

自転車事故を減らした
宇都宮の「青の効果」

読者諸氏よ、驚け。餃子の
街・栃木県宇都宮市は、市内
に4.6Kmも自転車レーン等を

引っ張り、その結果、自転車
事故を4割も削減したぞ。
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